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岡垣町議会は、平成 20年度から議会住民懇談会を開催しています。平成 30年度からは、「議
員と語ろう」という名称で、住民の皆さんとテーブルを囲み、テーマを決めて意見交換をし
ています。また、その内容を町執行部へ伝えています。
今回は、これまでの「議員と語ろう」を振り返ります。

これまでの議会住民懇談会「議員と語ろう」を振り返って

※令和２年度から令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、議会住民懇談会を中止しました

これまで出された意見 課題解決に向けた町の取り組み

●�スイミング施設を誘致し、令和６年７月、はるおかスイミング
との基本協定が締結されました。令和７年度に開設予定です。
●�町と観光協会が情報発
信に力を入れた他、メ
ディアなどの有効活用
で観光客が増えていま
す。また、西部地域の
旅館組合や飲食業など
の協力により、インバ
ウンドも増えています。

住みたい・
� 住み続けたい町
●�プールがないのでつくって
ほしい
●�観光協会はもっと観光PRな
ど積極的に活動してほしい

平成 30年度

●�令和４年度、サンリーアイ遊具の充実のために、株式会社ナッ
ツより寄付の申し出が町にあり、新たな遊具を設置しました。
●�令和５年度から、町の子育て支援策を妊娠期から学童期など
のライフステージに応じて体系的に支援する「おかがき子育
て応援パッケージ」が
実施されています。ま
た令和６年度は、中学
生の給食費半額補助
や小学生から 18 歳ま
での子ども医療費の
自己負担額が 500 円
になりました。

人口減少を食い止める
� 処方箋
●子どもの遊び場が少ない
●子育て支援をしてほしい

令和元年度

●�岡垣中学校保護者か
らの声です。議会から
の質問もあり、町が調
査を行い改善されま
した。
●�中央公民館にバス停
が設置されました。

公共交通について
●�コミュニティバスが登校時
間に間に合わないので不便
●�中央公民館にバス停をつ
くってほしい

令和５年度

2特集



Q　�国からの補助はあるのか。
A　�現在、国の補助事業の活用を予定している。
Q　�今後のスケジュールはどうなっているのか。
A　�調査設計に約 6カ月、工事に約 6カ月かかる。
令和 7年度中の設置完了を予定している。岡垣
中学校は建て替えを検討しているため、簡易エ
アコンで対応する予定である。

Q　�地域の人材・資源・資金を活用した新たなビジ
ネスの立ち上げを支援する交付金であるが、申
請があったのか。

A　�岡垣町の地下水を活用したミネラルウォーター
製造販売事業の申請があり、国に採択された。

Q　�ミネラルウォーターの販売はいつから行うのか。
A　�６月頃の予定と聞いている。岡垣町の地下水を
全国や海外にもPRされることを期待している。

Q　�工事内容と期間はどうなっているのか。
A　�灯油ボイラー２基の工事と地下の配管工事を予
定しており、約８カ月かかる。

Q　�利用者への影響はあるのか。
A　�工事期間中休館するのは約１カ月になる。

Q　�なぜ、当初予算ではなくてこのタイミングで補
正予算を計上したのか。

A　�現在の車両が老朽化していることに加え、車両
の供給が不安定でメーカーが受注するタイミン
グでしか発注できないため、今回の補正予算
（ジャンボバス１台・低床型バス２台）に計上し
た。当初予算（低床型バス１台）と合わせて４
台の購入になる。

小中学校の体育館に空調設置へ
　調査設計委託料� 2500万円

ローカル10,000プロジェクト
� 2500万円

いこいの里入浴施設の工事
� 3470万円

コミュニティバス３台追加購入
� 5900万円

ウェルビーイング向上への取り組み
～みんなが元気で　しあわせに暮らせるように～

令和６年度一般会計補正予算　主な事業を紹介

吉木小学校体育館

ジャンボバス 低床型バス

3 定例会　概要



議決の状況
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容 結果
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専決処分の承認を求めることについて
－岡垣町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正
する条例－

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明

専決処分の承認を求めることについて
－令和６年度　岡垣町一般会計補正予算（第４号）－ 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について（追認）
－小学校指導書、教師用教科書（令和６年度改訂分）－ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
４
回
定
例
会

岡垣町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡垣町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　岡垣町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡垣町情報プラザ人の駅の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の承認を求めること
について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度　岡垣町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 報告 － － － － － － － － － － － －
専決処分の報告について
－海老津小学校グラウンド改修工事請負契約の変更について－ 報告 － － － － － － － － － － － －

報告事項は採決を行わないため「－」で表記しています。

会議録 議会中継

検索はこちらから

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。
日付 会議等 議題等
9月26日 議会広報 議会だより編集・住民懇談会
10月1日 議会広報 議会だより編集・住民懇談会
10月8日
～ 9日 総務産業 行政視察（奈良県香芝市・葛城市）

10月10日 その他 三里松原保全活動
10月17日 文教厚生 閉会中の継続調査（教育・文化について）
10月18日 研修会 遠賀郡町議会議長会議員研修会
10月24日 議会運営 第３回臨時会運営

10月29日 第３回
臨時会 本会議・全員協議会

10月31日 研修会 １期目議員等研修
11月15日 議会運営 第４回定例会運営・視察研修について
11月25日 研修会 議会広報研修

11月27日
～ 12月5日

第４回
定例会�

（９日間）
本会議・一般質問・委員会・全員協議会

12月12日 議会広報 議会だより編集
12月18日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き

次回定例会は
３月３日（月）
開会の予定です

傍聴または議会中継でどうぞ

4議決の状況・議会の動き
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録画データを視聴
できます

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

ページ 議員氏名 内　　容

５ 平山　正法 　１．中学校の校則について
◇２．会計年度任用職員の処遇改善について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

平
山

校
則
に
対
し
て
、
時
代
に
合
わ
な
い

問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

改
め
て
校
則
と
は
何
か
、
時
代
に
合
っ
た
校

則
で
あ
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

　
岡
垣
町
の
中
学
校
の
校
則
に
つ
い
て
、
校

則
は
学
校
が
決
め
る
と
の
原
則
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
方
に
つ
い

て
答
弁
を
求
め
ま
す
。

教
育
長

校
則
の
中
に
は
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
各
学
校
で
は
随
時

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
生
徒
が
社
会
で

生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
校
則
の

適
切
な
運
用
や
指
導
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
各
学
校
の
実
態
や
社
会
の
変
化
に
応
じ

て
校
則
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
学

校
に
対
し
助
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

平
山

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
意
見
を
言
う

た
め
に
は
、
自
分
の
人
権
が
憲
法
や
子
ど
も

の
権
利
条
約
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
の
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
現
在
の
校
則
は
、
子
ど
も
の
人
権
が
守
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

全
て
の
教
育
活
動
の
基
盤
と
な

る
も
の
が
人
権
教
育
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま

す
。
校
則
に
つ
い
て
も
、
生
徒
の
権
利
を
尊

重
し
な
が
ら
、
学
校
生
活
の
秩
序
を
維
持
す

る
た
め
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
校
則

が
合
理
的
で
公
平
で
あ
る
の
か
な
ど
人
権
の

視
点
か
ら
捉
え
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
は
、
校
則

の
見
直
し
な
ど
を
含
め
て
、
生
徒
総
会
で
、

生
徒
か
ら
学
校
へ
の
要
望
を
募
集
す
る
な
ど
、

子
ど
も
の
意
見
聴
取
も
行
っ
て
お
り
、
子
ど

も
の
権
利
を
守
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

議員教育長
時
代
に
合
っ
た
校
則
に

随
時
見
直
し
て
い
る

オンラインによる生徒総会（岡垣東中）

5 町政を問う　一般質問



総
務
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委
員
会
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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

［
視
察
先
：
奈
良
県
香か

芝し
ば

市
］

　

Ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｂ
ａ
＋
（
プ
ラ
ス
）
の

�
創
設
・
デ
マ
ン
ド
交
通

　

香
芝
市
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
歴

史
や
地
元
食
材
を
使
用
し
た
食
品
・
工
芸

品
な
ど
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
し
、
そ

の
情
報
を
広
く
発
信
し
、
地
域
を
活
性
化

し
て
い
ま
す
。
認
定
対
象
は
、歴
史・文
化・

音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
無
形
部
門
も
加

わ
り
、
種
類
も
豊
富
で
す
。
香
芝
市
が
積

極
的
に
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
な
ど
で
ア
ピ
ー

ル
す
る
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
高
齢
者
な
ど
の
日

常
生
活
に
必
要
な
移
動
や
、
地
域
特
性
に

応
じ
た
住
民
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
自
宅
及
び
約
２
８
０
施
設

の
共
通
乗
降
場
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
行
政
負
担

の
抑
制
に
よ
っ
て
事
業
持
続
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
奈
良
県
葛か
つ
ら

城ぎ

市
］

　
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

�

６
年
連
続
県
１
位
の
取
り
組
み

　

葛
城
市
は
大
阪
都
市
部
に
隣
接
し
て
い

る
た
め
、
通
勤
し
や
す
く
、
自
然
と
市
街

地
が
共
存
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
環

境
の
充
実
と
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
福
祉
の
充
実
、
災
害
対
策
な
ど
全

て
の
世
代
に
対
応
し
た
政
策
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
第
一
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、
政
策
及
び
地
域
発
展
の
好

循
環
を
岡
垣
町
で
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�

委
員
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川
地　

啓
輔
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よ
り
良
い
教
育
環
境
へ

［
視
察
先
：
岡
垣
中
央
幼
稚
園
］

　
新
園
舎
の
現
地
視
察
・

�

送
迎
バ
ス
の
現
状
調
査

　

園
舎
は
木
材
を
多
用
し
た
温
か
み
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
が
印
象
的
で
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
工
夫
や
開
放
的

な
空
間
設
計
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

送
迎
バ
ス
の
安
全
対
策
は
、
バ
ス
運
転

手
と
添
乗
員
に
よ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
。
乗
車
名
簿
を
基
に
、
乗
車
・
降
車

を
確
実
に
確
認
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
運
行
終
了
後
、
全
て
の
座
席
や

足
元
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
車
内
後
部
に

設
置
さ
れ
た
点
検
ボ
タ
ン
を
運
転
手
が
押

す
こ
と
で
、
点
検
完
了
を
シ
ス
テ
ム
的
に
記

録
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。

［
視
察
先
：
吉
木
小
学
校
］

　
外
壁
工
事
の
現
地
視
察

　

校
舎
外
壁
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
を
受

け
、
完
成
後
の
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。

白
い
外
壁
に
青
と
黄
色
の
モ
チ
ー
フ
が
ア

ク
セ
ン
ト
と
し
て
配
置
さ
れ
、
見
る
人
の

目
を
引
く
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
元
気
さ

や
開
放
感
を
感
じ
、
子
ど
も
た
ち
が
親
し

み
や
す
い
校
舎
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
第
一
に

考
え
、
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

委
員
長　

横
山　

貴
子

頑張ってます！委員会活動
各常任委員会で町の課題を調査研究　現況調査や先進地視察の報告です

6委員会活動報告



　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
自

然
災
害
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
全
て
の

皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
数
多
く
の
感
動
と
勇
気
を
頂
き
ま
し

た
。
日
本
選
手
団
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

岡
垣
町
は
昨
年
10
月
に
、
マ
イ
ナ
ビ　

ツ
ー
ル
・
ド
・

九
州
２
０
２
４
福
岡
ス
テ
ー
ジ
開
催
地
と
な
り
、
国
内

外
問
わ
ず
多
く
の
方
が
レ
ー
ス
の
速
さ
や
迫
力
に
魅
了

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
を
迎
え
、
民
間
プ
ー
ル
の
開
設
な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
、
決
意
も
新
た
に
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

�

岡
垣
町
議
会
議
長　

森
山　

浩
二

横
山
　
貴
子

神
崎　

宣
昭

安
里
　
雅
恵

川
地
　
啓
輔

広
渡　

輝
男

谷
口　

貴
之

廣
渡　

裕
次

細
山
田　

修
三
隈
千
恵
子

三
角　

善
彦

平
山
　
正
法

太
田
　
　
強

森
山
　
浩
二

7 新年あいさつ



親子読み聞かせ教室を受講したい人は、
３月 25 日発行の広報おかがき４月号を
チェックしてね。

� 連絡先：093-282-0162（中央公民館）

Ｑ　�最近のホットな話題はありますか。

Ａ　�新しいブラックシアターを作りました。台本から人
形など全て手作りです。会の行事の合間に制作し、
図書館まつりに向けて楽しく練習しました。

Ｑ　�未来を担う子どもたちや保護者にメッセージはあり
ますか。

Ａ　�たくさんの絵本に親しみ、豊かな言葉に出会い、子
どもの感性を育ててほしいと思います。また、読み
聞かせを通して親子の絆を深めてほしいと願います。

Ｑ　�どのようなきっかけで会員になられたのですか。

Ａ　�友人からの誘いや読み聞かせ教室に子どもと参加
し、会の人からスカウトされました。ボランティア
に興味を持って会員になられた人もいます。

Ｑ　�活動されて、苦労したことや楽しいことはありますか。

Ａ　�苦労したことは特にありません。読み聞かせを楽し
んでくださる親子や小学生の姿に接すると、とても
うれしくやりがいを感じます。

　　�また、親子読み聞かせ教室（年間 15回）とその準
備や練習を楽しみながらやっています。

この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活動
内容、町や議会への要望などを取材しています。

岡垣くすの木の会は、平成３年に家庭教育指導
員の呼びかけで発足し、絵本の読み聞かせから
始まりました。現在の活動は、中央公民館で開
催している親子読み聞かせ教室、サンリーアイ
図書館のお話の部屋、小学校の朝の読み聞かせ、
研修会や福祉行事への参加などです。田植えや
七夕まつり、クリスマス会、節分など季節の行
事を意識し、文化の継承も行っています。

取材に応じてくださった
会長の刀根桂子さん

親子で真剣に聞いています

楽しいクリスマス会

毎週火曜日、お弁当持参で
楽しく活動しています。
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ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

8岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

� ～子どもの成長過程を見守りながら～

団体紹介：第20回　岡垣くすの木の会


